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富田林発！
「商助」による

いのち輝く未来社会の
実現プロジェクト



提案の背景

・市長所信表明でもSDGsの推進が位置づけられており、
2019年７月に富田林版SDGs取組方針を策定・公表し、
市政におけるSDGsの推進を通じて、「富田林」として
SDGsの実現に貢献することを表明済。

・大阪においては2025年にSDGsの実現された社会をめ
ざす万博が開催される。そのような中、本市がSDGs未来
都市を獲得し、大阪における自治体SDGsのトップラン
ナーとして、積極的にSDGsを推進する。
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全体計画（自治体全体でのSDGsの取組）

【提案タイトル】

SDGsを共通言語としたマルチパートナーシップによる“富
田林版”いのち輝く未来社会のデザイン

【概要】

厳しい財政状況や地域の担い手不足等の課題に対し、従
来型の取組から一歩踏み込んだ仕組みとして、公民連携・
民民連携をキーとしたマルチパートナーシップを創出し、地
域リソースを効果的に活用した、富田林発の市民とまちの
「健康」増進を進める。
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全体計画（自治体全体でのSDGsの取組）

【取組内容】
①マルチパートナーシップによるまちづくり ②新しい人の流れを生む魅力の発信と愛着の醸成

③未来への希望を育む子育て・教育 ④みんなで支え合う健やかで心豊かな暮らしづくり

⑤魅力のあふれるまちのにぎわいづくり ⑥安全・安心で美しく快適なまちづくり

【推進体制】

・2019年7月に「富田林版SDGs取組方針」を策定

・個別計画にも随時反映

・市長を本部長とする「富田林市SDGs推進本部」を設置
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自治体SDGsモデル事業

【提案タイトル】

富田林発！「商助」によるいのち輝く未来社会の実現プ
ロジェクト

【概要】

「富田林市産官学医包括連携協定（通称TOMAS）」
を核に、民間主体による有償型健康事業等（いのち輝く
“まちまるごと”健康プロジェクト）を展開し、三側面を支える
「ひと」の健康を増進するとともに、市独自の公民連携デス
クとパートナーシップ制度の活用により、統合事業及び三
側面の取組の底上げと加速化を図る。
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令和２年度自治体SDGｓモデル事業

大阪府富田林市

＜取組課題＞

健康寿命の延伸、増進型福祉の実現

環境

経済 社会

「富田林市産官学医包括連携協定（通称TOMAS）」を核に、民間主体による有償型健康事業等（いのち輝く“まちまるご
と”健康プロジェクト）を展開し、三側面を支える「ひと」の健康を増進するとともに、市独自の公民連携デスクとパートナーシップ
制度の活用により、統合事業及び三側面の取組の底上げと加速化を図る。

エネルギー
＜取組課題＞

低炭素化の推進
環境意識の醸成 環境改善

富田林発！「商助」によるいのち輝く未来社会の実現プロジェクト

産業観光
健康

金融

雇用
働き方

＜取組課題＞

産業の活性化、新たな産業創出

健康
福祉

健康
教育

福祉
コミュニティ

健康
コミュニティ

イノベー
ション

エネルギー

公共交通

・店舗や福祉施設等を活用した有償型健康事業の実施

・健康活動拠点として民間施設等の環境整備

①「商助」による持続可能なエコシステム構築事業

富田林市産官学医包括連携協定（TOMAS）
富田林市・大阪大谷大学・富田林医師会・アルケア㈱

・健康事業の担い手として大谷大学

生の育成事業を実施

・富田林応援団としての登録と活用

（関係人口）

②学生派遣による実学経験
（PBL）事業

地域企業・団体等の参加によるイベ

ント事業で、ロールモデルの横展開と

民民連携の促進

③健康・環境×SDGs
普及啓発事業

三側面をつなぐ統合的取組

いのち輝く“まちまるごと”健康プロジェクト

富田林市SDGs
パートナーシップ制度

富田林市
公民連携デスク

「ひと」の健康増進と地域の担い手づくり

 地域資源をつなぐウェルネス

トレイル事業

 SDGs金融による地域活動の

活性化

 地域企業への健康経営の

普及促進

 パートナーシップ制度による

ものづくり企業への支援充実

 医療・介護連携による

地域包括ケアの実現

 学生講師の健康事業と世代間

コミュニケーションの活性化

 スポーツ・食を切口とした

多世代健康教育

 “増進型地域福祉”に向けた

「校区担当職員」制度

 地域連携サポートプランと地域公共交通の実践

 配水池設置型の小水力発電事業

 とんだばやしプラスチックごみゼロ宣言

 家庭用燃料電池・太陽光発電システム設置補助

学生講師の健康事業（TOMAS）

富田林の資源を
つなぐウェルネス
トレイル事業



三側面をつなぐ統合的取組

いのち輝く“まちまるごと”健康プロジェクト

①「商助」による持続可能なエコシステム構築事業
・店舗や福祉施設等を活用した有償型健康事業の実施

・健康活動拠点として民間施設等の環境整備

②学生派遣による実学経験（PBL）事業
・健康事業の担い手として大谷大学生の育成事業を実施

・富田林応援団としての登録と活用（関係人口）

③健康・環境×SDGs普及啓発事業
・地域企業・団体等の参加によるイベント事業で、ロールモデルの

横展開と民民連携の促進
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キーワードは

商助！



「商助」による持続可能なエコシステム構築事業
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住民連携
広報・調整

全体企画
コンテンツ提供監修

実学経験

学生

講師参加

富田林市産官学医包括連携協定（TOMAS）

大阪大谷大学
Osaka Ohtani University

富田林市
Tondabayashi City

富田林医師会
Medical Association

アルケア㈱
Alcare

連携 連携 連携

派遣

健康事業（健康エクササイズ・ロコモ予防運動）
の展開（イメージ）

健康拠点Ｄ

健康拠点C

健康拠点Ｂ

健康拠点E

健康拠点A

地域住民 健康増進

参加（有償）

世代間交流
コミュニティ活性化

商助①
「商」から支援

事業運営
場の提供

事業費収入
自社サービス収益増

地域店舗
福祉施設等

商助②
「商」への支援



学生派遣による実学経験（PBL）事業

10

大阪大谷大学
Osaka Ohtani University

スポーツ健康学科等の学生

学び 実践実証 展開

「あすラクからだ教室
＠大阪大谷大学」
（2019年6～11月）

・効果検証
・メソッド確立

ステップ1
有識者・企業
人材等に
よる育成研修

・指導方法習得

・健康事業の“経営
運営”手法の学習

ステップ2

・世代間交流

地域における健康事業
の講師実践
（健康エクササイズ
・ロコモ予防運動）

・実学経験
（Project Based 
Learning）

ステップ3



健康・環境×SDGs普及啓発事業
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SDGsカードゲーム型研修（市民等）

SDGs機運醸成・ロールモデル横展開
民民連携によるイノベーション創出

富田林版SDGsアイデアソン事業
（市民・職員合同）

富田林版SDGsアイデア募集
（地域事業者・団体・学生・関係人口等）

シンポジウム開催
（ステークホルダーが出会いつながるプラットフォーム） 地域

団体地域
企業

域外
企業市民

・アイデア発表とコンテスト

・地域企業・団体等による活動発表

・参加者同士のマッチング機会



その他、特徴的な取組

【統合】
・SDGsパートナー制度

・公民連携デスク

【社会】
・スポーツ・食を切口とした多世代健康教育

【経済】
・SDGs金融による地域活動の活性化

【環境】
・配水池設置型の小水力発電事業
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【予告】

（仮）健康・環境×SDGsシンポジウム

2021年3月14日（日）

＠富田林市

オフライン/オンラインのハイブリッド開催


